
１－①：インベントリに
基づく評価

１－②：現実的な評価

１Ｆの施設・設備

（イ）
地震により安全機能を失った際の
公衆への被ばく影響を評価

5mSv ＜ 公衆被ばく線量

Ｓクラス
【動的地震力】
Ss900機能維持
Sd450弾性範囲
【静的地震力】
水平：3.0Ci(0.6G)
鉛直：1.0Cv(0.2G)

50μSv ＜ 公衆被ばく線量 ≦ 5mSv

Ｃクラス
【静的地震力】
水平：1.0Ci(0.2G)
鉛直： －

Ｂ＋クラス （ハ）
【動的地震力】
1/2Ss450機能維持
1/2Sd225弾性範囲（共振時のみ）
【静的地震力】
水平：1.5Ci(0.3G)
鉛直：－

（ロ）
長期的に使用する設備、又は地震により運転でき
ないこと若しくは作業者への被ばく影響が生じるこ
とによりリスク低減活動への影響が大きい設備

YES NO

公衆被ばく線量 ≦ 50μSv

現実的な緩和対策を考慮
（被ばく評価期間、放射線防護対策、建屋耐震設計など）

5mSv ＜ 公衆被ばく線量

50μSv ＜ 公衆被ばく線量 ≦ 5mSv

公衆被ばく線量 ≦ 50μSv

Ｂクラス
【動的地震力】
1/2Sd225弾性範囲（共振時のみ）
【静的地震力】
水平：1.5Ci(0.3G)
鉛直： －

設計の進捗、廃炉活動への影響、供用期間などを考慮した上で、施設・設備に適

用する地震動及び必要な対策（耐震性の確保や代替策など）を判断 （ニ）～（ト）

２：施設・設備の特徴
に応じた評価

暫定Ｓクラス 暫定Bクラス 暫定Cクラス
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